
人とA Iと読書

「 君 は超がつく知性の持ち主だし、 ぼくは向上処置も受けていないばかな子だけど、 いいよ。

アドバイスてもなんてもする。 なんても聞いて」

カズオ ・ イシグロさん0) 『 クララとお日さま』の 一 節て
吋
す。 「 ぼく」は十代半ばの少年。 「 君」

はAIロボットてす。

舞台は、 人工知能が人間を超えるシンギュラリティが到来した近未来。 子供たちは自宅て
‘

遠隔授業を受けており、 子供同士の交流が乏しいため、 子供の孤独を癒す「人工親友」0)

AIロボットが普及しています。

現実に、 生成AIのチャットGPTが登場して、 シンギュラリティが話題を呼び、 それととも

に 人と機械の関係をめぐるさまざまな考え方が注目されるようになりました。

科学技術を用いて生物的限界を超えた 人間を生み出そうという思想（トランス ・ ヒュ ー マ

ニズム）が勢いづく一方、 人工知能が人間を上回れば大量の無用者階級が生まれ、 世界 は

ディストピアヘ向かうとの終末論も叫ばれています。

この両極端の間に、 機械の方が主となる事態をも想定してマン ・ マ シンの 一 体化をめざす
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